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1.　文楽については浄瑠璃・人形・舞台等各方面で種

々研究がなされているが人形の衣裳に関するものは殆ん

ど皆無といってよい。その上，古い衣裳は大半焼失して

おり，僅かに焼け残った衣裳も舞台観賞用にはむかない

との見地から散逸してしまっているので現在公演に使用

されている衣裳について調査し体系づけてゆきたい と考

えた。

2. 大阪朝日座（旧文楽座）において年４回公演される

機会をとらえ出演人形の衣裳について調査を行なった。

3. 文楽に関しては人形の衣裳に関する時代考証は殆

んどなされていないようで，一谷鰍軍記をみても小社姿

の玉織姫や保侶を背にした敦盛，鎧直垂の熊谷が峠をつ

けたり，袖慨斗目で現われる。これから考えられること

は題材は平家物語を柱としながら宝暦年間の作であると

いうことが江戸時代に生きた作者の思想・風俗を作品の

中に反映しているのであろう。また熊谷の衣裳につけら

れた紋は「対鳩」になっており熊谷のきまり紋とされて

い るが史実にしたがうなら「鳩に寓生」の紋でなければ

ならない。このように衣裳に関して疑問をいだかせる点

を多々発見したが独特な衣裳構成をもみるこ と がで き

た。即ち着付（長着のこと）に背明きをこしらえたり，

「まち」をつけたり，女物の社すそをつまんで足にみた

てるなど，また綿入れ仕立てを袷，袷を単衣と称するな

どもその一例である。


